
 

 

 

 

 

 

 

2 0 2 3 年 2 月 1 6 日  

東日本旅客鉄道株式会社 

 

高輪ゲートウェイ駅イベント「Playable Week 2023」を開催します 

～エキマチ一体でロボットと共生する未来の街「高輪ゲートウェイシティ(仮称)」に触れる 3日間～ 

1 イベント概要 

（1） 開催期間： 

2023 年 3月 10 日（金）～3月 12 日（日） 

 

（2） 開催場所： 

・高輪ゲートウェイ駅 

・TokyoYard Building（港区高輪 2-21-42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○JR東日本は、高輪ゲートウェイ駅の開業 3周年記念イベント「Playable Week 2023」（以下、本イベント）を 3

月 10 日～3月 12 日に開催します。 

〇本イベントは、「高輪ゲートウェイシティ(仮称)」のまちづくりを通して実現を目指す「100 年先の心豊かなくら

し」を体験していただくことを目的として、「-Play×Future-」をコンセプトに、ロボットやアバターとの共生を

はじめとしたさまざまな未来の街体験を先行して実験します。 

〇3 月 10 日には、オンラインカンファレンス「TokyoYard Conference 2023」を開催します。「日本と世界を繋ぎ

構築する“知のプラットフォーム”」「文化・ビジネスを生み出し続けるエコシステム」「未来の街で目指すダイ

バーシティ＆インクルージョン」という 3 つのテーマから、多彩なゲストとのクロストークを通して、皆さまとと

もにまちづくりを考えるきっかけとします。 

〇2025 年 3 月の「高輪ゲートウェイシティ(仮称)」の開業に向けて、新たな文化・ビジネスが生まれ続けるまち

づくりをより一層進めていきます。 

 

 



 

 

2 イベントコンテンツについて 

(1) 「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」におけるロボットやアバターとの共生について 

「高輪ゲートウェイシティ(仮称)」では、先端技術の活用により、ジェンダーや年齢・国籍・障がいの有無な

どに関わらず、誰もがこの街で交流を楽しみ、活躍できる未来を目指します。 

本イベントでは「-Play×Future-」をコンセプトに、ロボットやアバターと共生するエキマチに触れていただ

くため、街の開業に先行して駅の中や様々なイベントコンテンツにおいて実験的に活用します。 

 

【ロボット例】   

Scrubber 50 Pro 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ箱 AMR 

(Autonomous Mobile Robot) 
 

 

◆活用日時： 

 3 月 11 日(土)、12 日(日) 

 10:00～16:30 

◆活用場所： 

 高輪ゲートウェイ駅 

◆協力： 

 株式会社 JR東日本商事 
 

 

 業務用全自動床洗浄ロボット。高

機能なセンサー類を搭載し、障害物

や人を検知し衝突を回避。従来のロ

ボットが入れない通路も走行し、駅

や商業施設などのタイル床を安全

に自動で清掃します。 

※メーカー：Gausium/SoftBank 

Robotics 

 

商業施設やテーマパークなど、屋

内外において規定経路を自律走行・

巡回しゴミを収集します。自己位置

認識・衝突防止機能を持つ自律移

動ロボット。 

※メーカー：三菱電機（株） 

 

   

バーチャルアバターロボット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイバーマルチタレント 
 

Charlie（チャーリー） 

コミュニケーションロボット 

 

仮想世界と現実世界を繋ぐ、等身

大アバター接客ロボット。 アバター

自身が足を持ち、移動可能なことに

より、現実世界における活動の幅を

広げています。 

※メーカー：THK/三五屋 

 

人工知能 ATHEUS®が生成した

3D コミュニケーションアバター。距離

や性別、個性を超えた存在として別

の空間に生きる世界を実現します。 

※メーカー：みずほリサーチ＆テクノ

ロジーズ(株) 

 

 話しかけると、ミュージカルの

ように歌って答えてくれる AI ロ

ボット。人とロボットの気持ちが

通ずるコミュニケーションを実

現します。 

※メーカー：ヤマハ（株） 



 

 

 

(2) イベントコンテンツ一覧 

 

☑ 未来の保育園を体験しよう！ 

  

 

 

アバター先生がお子さま向けに絵本の読み聞かせ、指あそびやク

イズ・保育相談などを実施する未来型保育園を開催します。駅・街を

起点にアバターで世代・距離・時間を超えた新しいカタチの社会参加

が雇用創出につながり、人材不足の解消や現場保育士の業務負担

軽減など、保育業界全体の課題を解決する可能性があるイベントで

す。未来の保育園をぜひご体験ください。 

 

◆実施日時：3月 11 日(土)、12 日(日) 各日 10:00～15:00 

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅 Gate03  

◆共創パートナー：AVITA 株式会社、株式会社ポピンズエデュケア 

◆推奨年齢：2歳～5歳（未就学児） 
 

※混雑状況により会場の入場を制限する場合があります。 

※0歳から 1歳のお子さまが入場する場合、必ず保護者同伴で 

ご参加ください。 

※会場は靴を脱いでご利用ください。 
 

 

 

 

☑ Music Space in Spring 
 

 

 

 

 

 

障がいの有無や国籍の違いなどを問わず、多様なバックグラウンド

を持つ人が集い、演奏に参加できる街の実現を目指し、駅の中にフリ

ー演奏スペースを開設します。ここでは、誰でも自分の好きな楽器を

持ち込み、演奏できます。また、普段楽器に触れることのない方でも、

気軽にプレイできる新しい楽器をラインナップしているため、誰でも垣

根を越えて演奏に参加できます。 

 

◆実施日時：3月 11 日(土)、12 日(日) 各日 10:00～16:00 

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅改札内 Station Piano 前 

◆共催：一般社団法人高輪ゲートウェイエリアマネジメント 

◆共創パートナー：世界ゆるミュージック協会 

◆使用する楽器例： 

 「ウルトラライトサックス」 

   鼻歌がサックスの音色に変身！どこかをおさえる必要はありませ

ん。どんな音色が飛び出すかはあなた次第。 

「インスタコード」 

ギターやピアノのようなコード（和音）を両手の指 1本ずつで弾け

る楽器です。簡単なだけでなく遊んでいるうちにコード理論も身につ

く優れものです。 

 

☑ 親子でプレイ！～ブロックを通して考える私たちの未来～【事前予約制】 

【保育園 イメージ】 

【アバター先生 イメージ】 

【演奏風景 イメージ】 

【ウルトラライトサックス イメージ】 

Future ▶保育園 

Future ▶音楽会 



 

 

 

 

 

 

 

 

LEGO®シリアスプレイ®のメソッドと教材を活用した SDGs ワークシ

ョップ。本ワークショップでは「SDGs17 の目標」で掲げる課題を解決し

てくれそうな未来の動物やロボットを作ることで SDGs を学ぶとともに

課題解決を考え、見える化・言語化する体験ができます。参加者が作

ったレゴは 3D スキャンして、新しい街の模型に反映させます。また、

ワークショップの最後には、通常非公開である高輪ゲートウェイシティ

(仮称)の模型・映像を紹介します。 
 

◆実施日時：3月 11 日(土)、12 日(日) 

        各日 10:00～／11:30～／13:00～／14:30～ 

(各回 75 分予定) 

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅 Gate02 

◆協力：株式会社オレンジページ、CalTa 株式会社 

◆定員：12 組 24 名（1 組 2名まで） 

※定員に空きがある場合は当日参加いただけます。 

◆参加費：無料 

 

☑ 高輪ゲートウェイ駅マルシェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「めい姫の十二単バウム」や「高輪ゲートウェイ駅限定 焼印入本食

パン」をはじめ、新鮮な野菜や地域の特産品を限定で販売します。一

部店舗では環境に配慮し、太陽光発電により蓄電した電源での運営

を行うほか、三重県明和町ブースはアバターがお客さまへのお声が

けや商品のご紹介などの接客応対を行います。 

 

◆実施日時：3月 11 日(土)、12 日(日) 各日 10：00～17：00 

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅改札外 特設会場 

◆協力：一般社団法人高輪ゲートウェイエリアマネジメント、 

帝塚山ぱん士郎、八百屋瑞花、三重県明和町、 

AVITA 株式会社 

◆販売商品例 

 ・「めい姫の十二単バウム」 320 円（税込）  

平安時代の雅な衣装「十二単」を 4 色の生地で表現しました。12

層の色合いが美しいバウムクーヘンです。 

※限定 100 点 ※店頭販売のみ 

 ・「高輪ゲートウェイ駅限定 焼印入本食パン」 980 円(税込) 

最高のもちもち感と上品なしっとり感が特徴で、高輪ゲートウェイ

駅の駅舎の焼き印が入った限定商品です。 

※事前予約期間：2月 16 日(木)～3 月 9 日(木) 23：59 

    @JRE MALL『ネットでエキナカ』 

※店頭販売・受取期間：3月 11 日(土)、12 日(日) 

    @高輪ゲートウェイ駅改札外 特設会場 

 

 

 

☑ 次世代バイオ燃料とは何か？～サステナブルなまちづくり～【事前予約制】 

▲予約フォーム 

【ワークショップ イメージ】 

【「めい姫の十二単バウム」  

 イメージ】 

【接客アバター イメージ】 

 

【「高輪ゲートウェイ駅限定 

焼印入本食パン」イメージ】 

Play ▶まちづくり 

Future ▶マルシェ 

▲JRE MALL 

『ネットでエキナカ』 

予約サイト 



 

 

 

 

 

 

 

 

この街の環境課題解決に向けた取り組みとして 2月 16日から 3月

31 日まで、(株)ユーグレナ・（株）大林組と共に開発現場内で使用され

る重機燃料に次世代バイオ燃料「サステオ」を活用する実証実験を行

います。3 月 10 日は、（株）ユーグレナと共に「次世代バイオ燃料とは

何か、この街と次世代バイオ燃料がどう関わっているのか」といった、

実際に次世代バイオ燃料の原料の一部である微細藻類ユーグレナ

や開発現場を観察しながら環境課題解決に繋がるヒントを得られるプ

ログラムを開催します。ぜひご参加ください！  

 

◆実施日時：3月 10 日(金) 16:00～18:00 

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅 Gate02 

◆対象：小学校高学年～中学生 

◆共創パートナー：株式会社ユーグレナ 

◆参加費：無料 

 

 

 

 

☑ TAKANAWA HOP WAY～ホップでつながる新たな地域コミュニティ～【事前予約制】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 東日本と東邦レオ株式会社は、高輪ゲートウェイ駅や周辺エリ

アでホップを育てるコミュニティ活動を行っています。本コンテンツで

は、2022 年度の活動紹介や参加者によるトークセッションを行い、

2023 年度のホップコミュニティメンバーの募集も行います。 

自分たちで育てたホップを使ったオリジナルビールづくりはもちろ

ん、メンバーとの交流を通じて、楽しく地域を盛り上げてくださる方の

参加をぜひお待ちしています。 

 

◆実施日時：3月 11 日(土) 15:00～／17:00～ 

◆実施場所：TokyoYard Building 2F 

◆共創パートナー：東邦レオ株式会社 

◆定員：各回 40名 

◆参加費：1,000 円（税込） 

※お申込みにはキーワード「hop」の入力が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乾杯イベントの様子】 

【コミュニティメンバー】 

【次世代バイオ燃料 イメージ】 

Play ▶ホップコミュニティ 

Future ▶サーキュラーエコノミー 

▲予約フォーム 

▲予約フォーム 



 

 

【避難シミュレーション イメージ】 

☑ 私のまちの！防災クイズラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

高輪ゲートウェイ駅周辺地区に関わる防災の取り組みをご紹介。ク

イズラリー形式で楽しみながら、このまちの未来に向けた防災への取

り組みにも触れていただき、防災に役立つクイズシートをお持ち帰り

いただけます。 

 

◆実施日時：3月 11 日(土) 10:00～16:00  

◆実施場所：高輪ゲートウェイ駅 Gaｔe02 前デッキ 

◆主催：一般社団法人高輪ゲートウェイエリアマネジメント 

高輪ゲートウェイ駅周辺地区広域連携連絡会 

 

 

☑ コーヒーセミナー開催～コーヒーをはじめよう編～【事前予約制】 
 

 

 

 

 

 

 

コーヒーセミナーを受講したことがない方はもちろん、「自分のライ

フスタイルにあったコーヒーは？」とお探しの方、コーヒーの楽しみ方

を知りたい方へ。コーヒーテイスティングや抽出体験を通じて自分に

あったコーヒーを一緒に見つけるセミナーを実施します。 

 
◆実施日時：3月 12 日(日) 10:30～11:30 

◆実施場所：スターバックス高輪ゲートウェイ駅店 

◆定員 4名 

  ※満席になり次第受付終了 

◆参加費：1,100 円(税込) 

 

 

 

 

※イベント内容は、一部変更・中止する場合がございます。 

※改札内で実施されるイベントコンテンツを体験するには、乗車券などが必要です。 

※イベントの詳細は TokyoYard PROJECT公式 Facebook に、2月 16 日以降順次掲載の告知記事をご確認くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コーヒーセミナー イメージ】 

▲予約フォーム 

Play ▶まちの防災 

Play ▶コーヒー 



 

 

3 「TokyoYard Conference 2023」の開催 

◆開催日時        3 月 10 日(金) 16:00～19:00（予定） 

◆視聴方法         Zoom ウェビナーにて配信 

◆お申込み方法     Peatix よりお申込みください。 

2 月 20 日(月) 10:00～予約受付開始します。 

◆参加費           無料 

◆プログラム（予定） 

1 16:00～16:10  開会あいさつ・「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」のまちづくり概要 

2 

16:10～16:50  

【セッション 1】 日本と世界を繋ぎ構築する「知のプラットフォーム」とは 

登 壇 者   京都大学経営管理大学院 客員教授・ベンチャー投資家    山本 康正氏 

             三条市立大学 学長                                 アハメド シャハリアル氏 

ファシリテーター   Panoramatiks 主宰                                  齋藤 精一氏 

3 

17:00～17:50 

【セッション 2】 文化・ビジネスを生み出し続けるエコシステムとは 

登 壇 者   黒鳥社 コンテンツ・ディレクター                        若林 恵氏 

Urban designer・YET 代表・Re:public inc.シニアディレクター  内田 友紀氏 

ファシリテーター   Panoramatiks 主宰                                  齋藤 精一氏 

4 

18:00～18:50 

【セッション 3】 「やってみようが、かなう街」未来の街で目指すダイバーシティ＆インクルージョンとは 

登 壇 者   AVITA 株式会社  取締役 COO                         西口 昇吾氏 

HI 合同会社 代表                                   平原 依文氏 

ファシリテーター   高輪ゲートウェイシティ（仮称）文化創造棟準備室長       内田 まほろ氏 

5 18:50～19:00  閉会あいさつ 

※内容は予告なく変更になる場合がございます。 

※イベント後、一定期間アーカイブを公開予定です。 

  

▲予約フォーム 

オンラインカンファレンス「TokyoYard Conference 2023」を開催します。 

今回は、「日本と世界を繋ぎ構築する“知のプラットフォーム”」「文化・ビジネスを生み出し続けるエコシス

テム」「未来の街で目指すダイバーシティ＆インクルージョン」という 3 つの切り口から、多彩なゲストを迎え

てクロストークを展開します。 

「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」のまちづくりでは、地域の皆さまやまちづくりパートナー、ご視聴の皆さ

まとの共創を通して、「やってみようが、かなう街」の実現を目指しています。ぜひご視聴いただき、まちづく

りについて知っていただくとともに、皆さまご自身の「やってみよう」をお聞かせください。 



 

 

＜参考＞ 

 

＜「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」のまちづくり 概要＞ 

品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）として、「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」のまちづくりを推進しています。 

江戸の玄関口としての役割を担った歴史的背景および国内初の鉄道が走った地におけるイノベーションの記

憶を継承し、開発コンセプトに「Global Gateway」を掲げ、「100 年先の心豊かなくらしのための実験場」として新た

な文化・ビジネスが生まれ続ける街を目指しています。 

MICE 施設、オフィス、商業等を含む複合棟Ⅰおよび高輪ゲートウェイ駅周辺エリアを 2024 年度末（2025 年 3

月）に開業し、その他の棟（複合棟Ⅱ・文化創造棟・住宅棟）および各棟周辺エリアを2025年度中に開業します。 

 

・2022 年 4月 21 日報道発表：「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」のまちづくりについて 

（https://www.jreast.co.jp/press/2022/20220421_ho01.pdf) 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

新たな文化・ビジネスが生まれ続けるための仕組みづくりの一環として、この

場所を舞台にあたらしいものを生み出したい人たち、またそれを支えたいと

思う人たちを集め、共創していくための取組みが稼働しています。 

 

 

 

 

https://www.jreast.co.jp/press/2022/20220421_ho01.pdf

